
大
会
冒
頭
、
木
村
副
委
員
長
の
司

会
あ
い
さ
つ
を
受
け
た
後
、
議
長
に

静
岡
地
本
の
塩
澤
代
議
員
を
選
出
し

大
会
議
事
を
進
め
ま
し
た
。
東
海
本

部
・
植
田
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
を
受

け
た
後
（
２
面
に
要
旨
を
掲
載
）
、

来
賓
の
国
労
本
部
木
村
副
委
員
長
が

あ
い
さ
つ
を
行
な
い
、
「
平
和
憲
法

を
守
る
取
り
組
み
の
強
化
と
地
方
交

通
線
を
守
る
た
め
に
各
自
治
体
等
と

連
携
し
な
が
ら
闘
い
を
進
め
る
と
と

も
に
、
最
重
要
課
題
で
あ
る
組
織
拡

大
を
諦
め
た
ら
終
わ
り
で
あ
る
と
の

気
持
ち
を
共
有
し
な
が
ら
、
さ
ら
な

る
取
り
組
み
の
強
化
を
要
請
す
る
」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

協
約
・
協
定
の
締
結
、
２
０
２
２

年
度
決
算
等
の
承
認
後
に
、
高
木
業

務
部
長
が
２
０
２
２
年
度
の
経
過
報

告
及
び
２
０
２
３
年
度
運
動
方
針
等

の
提
案
を
行
な
い
ま
し
た
。

昼
食
・
休
憩
後
、
経
過
及
び
運
動

方
針
に
対
す
る
討
論
で
は
16
人
の
代

議
員
が
発
言
。
高
木
業
務
部
長
に
よ

る
答
弁
・
集
約
を
受
け
て
経
過
・
運

動
方
針
が
全
体
の
拍
手
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
２
０
２
３
年
度
予
算
等
の

承
認
、
代
議
員
投
票
に
よ
る
ス
ト
権

確
立
、
役
員
選
出
・
新
旧
役
員
あ
い

さ
つ
後
に
特
別
決
議
・
大
会
宣
言
を

採
択
し
、
植
田
委
員
長
に
よ
る
「
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」
で
閉
会
し
ま
し
た
。

（
発
言
順
・
敬
称
略
）

藤
井

智
（
新
幹
線
地
本
）

分
会
執
行
委
員
会
は
２
カ
月
に
１

回
、
レ
ク
を
年
２
回
開
催
し
て
い
る
。

分
会
活
性
化
を
目
標
と
し
て
い
る
が

組
合
員
が
減
っ
て
い
る
状
況
で
は
組

織
拡
大
を
含
め
て
無
理
が
あ
る
。
組

合
員
が
ゼ
ロ
に
な
る
前
に
、
具
体
的

な
取
り
組
み
を
考
え
る
べ
き
。

尾
崎

仁
（
名
古
屋
地

本
）国

労
は
、
Ｊ
Ｒ
発
足
後

の
運
動
で
本
当
に
弱
い
人

た
ち
を
助
け
る
こ
と
を
や
っ

て
き
た
の
か
振
り
返
る
必

要
が
あ
る
。
国
労
・
分
会

運
動
に
は
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
き
た
し
、
交
渉
情

報
も
見
て
い
る
が
、
最
近

は
会
社
に
相
手
に
さ
れ
て

い
な
い
の
で
は
な
い
か
と

の
思
い
が
あ
る
。

早
川

和
幸
（
新
幹
線

地
本
）

月
１
回
の
執
行
委
員
会

を
開
催
し
、
各
職
場
の
問

題
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
、

組
合
員
が
１
人
と
な
っ
た

職
場
は
掲
示
板
が
撤
去
さ

れ
た
。
近
く
の
ツ
ア
ー
ズ
閉
鎖
に
よ

り
、
退
職
時
の
旅
行
券
利
用
に
苦
労

し
て
い
る
。
分
会
の
統
合
を
進
め
て

い
る
が
、
組
織
の
在
り
方
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

柴
田

研
悦
（
静
岡
地
本
）

地
本
を
含
め
、
機
関
役
員
を
兼
務

し
て
い
る
状
態
で
執
行
委
員
会
も
開

催
で
き
て
い
な
い
状
態
。
平
和
問
題

も
含
め
、
地
域
か
ら
闘
い
を
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。
利
用
者
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
り
、
「
ト
イ
レ
が
な
い
列
車

が
あ
り
不
便
だ
」
等
が
あ
り
、
利
用

者
の
声
を
基
に
会
社
に
対
し
改
善
を

要
求
し
て
い
き
た
い
。

後
潟

直
也
（
新
幹
線
地
本
）

組
織
拡
大
を
取
り
組
ん
で
き
た
が
、

な
か
な
か
難
し
い
。
自
動
運
転
に
よ

り
車
掌
等
が
減
ら
さ
れ
る
の
で
は
と

不
安
な
声
が
あ
る
。
最
近
は
、
育
休

を
男
性
社
員
も
取
得
し
、
女
性
社
員

は
時
短
勤
務
を
取
得
す
る
な
ど
子
育

て
世
代
は
良
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
。

柴
田

智
（
新
幹
線
地
本
）

新
生
テ
ク
ノ
ス
へ
出
向
し
て
い
る

が
下
請
業
者
の
都
合
で
仕
事
し
て
い

る
状
態
で
、
夜
勤
中
心
と
な
っ
て
い

て
大
変
な
状
態
で
、
離
職
率
も
高
い

よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
夜
勤
時
間
を

短
く
し
て
、
夜
勤
回
数
を
増
や
そ
う

と
し
て
い
る
。

西
田

浩
義
（
新
幹
線
地
本
）

二
年
後
に
は
現
職
が
い
な
く
な
る

が
、
分
会
活
動
が
成
り
立
つ
の
か
不

安
で
あ
る
。
第
一
運
輸
所
の
掲
示
板

が
７
月
末
で
撤
去
と
な
っ
た
。
現
在
、

荷
物
置
場
付
き
の
切
符
が
発
売
さ
れ

て
い
る
が
利
用
者
の
対
応
に
不
安
が

増
大
し
て
い
る
。
地
方
交
通
線
の
問

題
、
平
和
問
題
に
対
し
国
労
は
悪
い

も
の
は
悪
い
と
の
対
応
を
お
願
い
し

た
い
。

（
２
面
に
続
く
）

大
会
冒
頭
、
木
村
副
委
員
長
の
司

会
あ
い
さ
つ
を
受
け
た
後
、
議
長
に

静
岡
地
本
の
塩
澤
代
議
員
を
選
出
し

大
会
議
事
を
進
め
ま
し
た
。
東
海
本

部
・
植
田
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
を
受

け
た
後
（
２
面
に
要
旨
を
掲
載
）
、

来
賓
の
国
労
本
部
木
村
副
委
員
長
が

あ
い
さ
つ
を
行
な
い
、
「
平
和
憲
法

を
守
る
取
り
組
み
の
強
化
と
地
方
交

通
線
を
守
る
た
め
に
各
自
治
体
等
と

連
携
し
な
が
ら
闘
い
を
進
め
る
と
と

も
に
、
最
重
要
課
題
で
あ
る
組
織
拡

大
を
諦
め
た
ら
終
わ
り
で
あ
る
と
の

気
持
ち
を
共
有
し
な
が
ら
、
さ
ら
な

る
取
り
組
み
の
強
化
を
要
請
す
る
」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

協
約
・
協
定
の
締
結
、
２
０
２
２

年
度
決
算
等
の
承
認
後
に
、
高
木
業

務
部
長
が
２
０
２
２
年
度
の
経
過
報

告
及
び
２
０
２
３
年
度
運
動
方
針
等

の
提
案
を
行
な
い
ま
し
た
。

昼
食
・
休
憩
後
、
経
過
及
び
運
動

方
針
に
対
す
る
討
論
で
は
16
人
の
代

議
員
が
発
言
。
高
木
業
務
部
長
に
よ

る
答
弁
・
集
約
を
受
け
て
経
過
・
運

動
方
針
が
全
体
の
拍
手
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
２
０
２
３
年
度
予
算
等
の

承
認
、
代
議
員
投
票
に
よ
る
ス
ト
権

確
立
、
役
員
選
出
・
新
旧
役
員
あ
い

さ
つ
後
に
特
別
決
議
・
大
会
宣
言
を

採
択
し
、
植
田
委
員
長
に
よ
る
「
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」
で
閉
会
し
ま
し
た
。

（
発
言
順
・
敬
称
略
）

藤
井

智
（
新
幹
線
地
本
）

分
会
執
行
委
員
会
は
２
カ
月
に
１

回
、
レ
ク
を
年
２
回
開
催
し
て
い
る
。

分
会
活
性
化
を
目
標
と
し
て
い
る
が

組
合
員
が
減
っ
て
い
る
状
況
で
は
組

織
拡
大
を
含
め
て
無
理
が
あ
る
。
組

合
員
が
ゼ
ロ
に
な
る
前
に
、
具
体
的

な
取
り
組
み
を
考
え
る
べ
き
。

尾
崎

仁
（
名
古
屋
地

本
）国

労
は
、
Ｊ
Ｒ
発
足
後

の
運
動
で
本
当
に
弱
い
人

た
ち
を
助
け
る
こ
と
を
や
っ

て
き
た
の
か
振
り
返
る
必

要
が
あ
る
。
国
労
・
分
会

運
動
に
は
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
き
た
し
、
交
渉
情

報
も
見
て
い
る
が
、
最
近

は
会
社
に
相
手
に
さ
れ
て

い
な
い
の
で
は
な
い
か
と

の
思
い
が
あ
る
。

早
川

和
幸
（
新
幹
線

地
本
）

月
１
回
の
執
行
委
員
会

を
開
催
し
、
各
職
場
の
問

題
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
、

組
合
員
が
１
人
と
な
っ
た

職
場
は
掲
示
板
が
撤
去
さ

れ
た
。
近
く
の
ツ
ア
ー
ズ
閉
鎖
に
よ

り
、
退
職
時
の
旅
行
券
利
用
に
苦
労

し
て
い
る
。
分
会
の
統
合
を
進
め
て

い
る
が
、
組
織
の
在
り
方
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

柴
田

研
悦
（
静
岡
地
本
）

地
本
を
含
め
、
機
関
役
員
を
兼
務

し
て
い
る
状
態
で
執
行
委
員
会
も
開

催
で
き
て
い
な
い
状
態
。
平
和
問
題

も
含
め
、
地
域
か
ら
闘
い
を
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。
利
用
者
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
り
、
「
ト
イ
レ
が
な
い
列
車

が
あ
り
不
便
だ
」
等
が
あ
り
、
利
用

者
の
声
を
基
に
会
社
に
対
し
改
善
を

要
求
し
て
い
き
た
い
。

後
潟

直
也
（
新
幹
線
地
本
）

組
織
拡
大
を
取
り
組
ん
で
き
た
が
、

な
か
な
か
難
し
い
。
自
動
運
転
に
よ

り
車
掌
等
が
減
ら
さ
れ
る
の
で
は
と

不
安
な
声
が
あ
る
。
最
近
は
、
育
休

を
男
性
社
員
も
取
得
し
、
女
性
社
員

は
時
短
勤
務
を
取
得
す
る
な
ど
子
育

て
世
代
は
良
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
。

柴
田

智
（
新
幹
線
地
本
）

新
生
テ
ク
ノ
ス
へ
出
向
し
て
い
る

が
下
請
業
者
の
都
合
で
仕
事
し
て
い

る
状
態
で
、
夜
勤
中
心
と
な
っ
て
い

て
大
変
な
状
態
で
、
離
職
率
も
高
い

よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
夜
勤
時
間
を

短
く
し
て
、
夜
勤
回
数
を
増
や
そ
う

と
し
て
い
る
。

西
田

浩
義
（
新
幹
線
地
本
）

二
年
後
に
は
現
職
が
い
な
く
な
る

が
、
分
会
活
動
が
成
り
立
つ
の
か
不

安
で
あ
る
。
第
一
運
輸
所
の
掲
示
板

が
７
月
末
で
撤
去
と
な
っ
た
。
現
在
、

荷
物
置
場
付
き
の
切
符
が
発
売
さ
れ

て
い
る
が
利
用
者
の
対
応
に
不
安
が

増
大
し
て
い
る
。
地
方
交
通
線
の
問

題
、
平
和
問
題
に
対
し
国
労
は
悪
い

も
の
は
悪
い
と
の
対
応
を
お
願
い
し

た
い
。

（
２
面
に
続
く
）
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東
海
本
部
第
38
回
大
会
で
選
出
さ
れ
た
執

行
部
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。（

敬
称
略
）

執
行
委
員
長

植
田

誠

（
再
）

副
執
行
委
員
長

木
村

智
之
（
再
）

書

記

長

渡
邊

和
久
（
再
）

執
行
委
員

髙
木

亨

（
再
）

〃

寺
﨑

浩

（
再
）

〃

池
田

卓
司
（
再
）

〃

赤
松

大

（
再
）

特
別
執
行
委
員

宮
坂

務

（
新
）

会
計
監
査

大
橋

弘
一
（
再
）

〃

堀
江

吉
昭
（
新
）

退
任
役
員

今
大
会
で
役
員
を
退
任
し
た
方
々

山
崎
明
彦
特
別
執
行
委
員
、

坂
下
智
康
会
計
監
査
員

東
海
本
部
第
38
回
大
会
で
選
出
さ
れ
た
執

行
部
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。（

敬
称
略
）

執
行
委
員
長

植
田

誠

（
再
）

副
執
行
委
員
長

木
村

智
之
（
再
）

書

記

長

渡
邊

和
久
（
再
）

執
行
委
員

髙
木

亨

（
再
）

〃

寺
﨑

浩

（
再
）

〃

池
田

卓
司
（
再
）

〃

赤
松

大

（
再
）

特
別
執
行
委
員

宮
坂

務

（
新
）

会
計
監
査

大
橋

弘
一
（
再
）

〃

堀
江

吉
昭
（
新
）

退
任
役
員

今
大
会
で
役
員
を
退
任
し
た
方
々

山
崎
明
彦
特
別
執
行
委
員
、

坂
下
智
康
会
計
監
査
員

２
０
２
３
年
度
東
海
本
部
執
行
体
制

２
０
２
３
年
度
東
海
本
部
執
行
体
制

代
議
員
の
発
言
か
ら

（
要
旨
）

代
議
員
の
発
言
か
ら

（
要
旨
）

東
海
本
部
が
第
38
回
定
期
大
会
を
開
く

東
海
本
部
が
第
38
回
定
期
大
会
を
開
く

東
海
本
部
は
８
月
３
日
、
東
京
大
崎
・
南
部
労
政
会
館
で
第
38
回

定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
昨
年
度
の
運
動
に
対
す
る
経
過
報
告
及
び
決
算
報
告
、

２
０
２
３
年
度
の
運
動
方
針
・
予
算
案
に
対
し
て
、
各
代
議
員
か
ら

の
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
、「
仕
事
・
職
場
総
点
検
運
動
」「
職
場

三
大
要
求
運
動
」
の
取
り
組
み
強
化
、
最
重
要
課
題
で
あ
る
組
織
強

化
・
拡
大
へ
向
け
た
取
り
組
み
の
強
化
、
24
春
闘
勝
利
へ
向
け
た
職

場
か
ら
の
闘
い
を
進
め
る
こ
と
を
意
思
統
一
し
な
が
ら
全
体
で
確
認

し
ま
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１
面
か
ら
の
続
き
）

芹
沢

郁
弥
（
静
岡
地
本
）

貨
物
で
は
、
ベ
ア
実
施
さ
れ
た
が

生
活
改
善
で
き
な
い
金
額
で
、
夏
季

手
当
も
１
・
62
カ
月
と
の
低
額
回
答
。

社
員
に
、
諦
め
感
が
あ
り
退
職
者
も

で
て
お
り
要
員
不
足
が
目
立
っ
て
き

て
い
る
。

山
田

多
佳
男
（
名
古
屋
地
本
）

中
央
線
・
東
海
道
線
に
お
い
て
、

「
お
客
様
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
」
導

入
が
進
ん
で
い
る
。
会
社
は
、
苦
情
・

ト
ラ
ブ
ル
は
想
定
内
と
言
及
し
て
い

る
が
、
国
労
と
し
て
利
用
者
の
安
全
・

利
便
性
を
主
張
し
会
社
に
要
求
し
続

け
る
。

西
山

智
司
（
静
岡
地
本
）

広
大
な
構
内
の
ポ
イ
ン
ト
注
油
を
、

最
低
７
人
の
社
員
で
実
施
し
て
い
る
。

要
員
確
保
の
た
め
に
、
夜
勤
明
け
の

社
員
も
含
め
て
作
業
す
る
が
、
熱
中

症
の
リ
ス
ク
が
緩
和
さ
れ
る
要
員
増

や
装
備
に
た
い
す
る
対
策
を
要
求
し

た
い
。
他
労
組
を
含
め
て
レ
ク
を
開

催
し
て
い
る
が
、
組
織
拡
大
に
結
び

つ
け
た
い
。

永
田

晴
茂
（
新
幹
線
地
本
）

電
力
と
信
通
が
一
緒
と
な
り
電
気

技
術
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
た
。
日
曜
日

に
休
み
た
く
て
、
年
休
申
込
簿
に
記

入
す
る
と
公
休
と
せ
ず
に
、
年
休
と

な
る
勤
務
作
成
が
若
い
人
中
心
に
や

ら
れ
て
い
る
。
年
休
申
込
簿
な
の
で

年
休
に
な
る
の
は
理
解
す
る
が
、
公

休
が
入
る
の
に
年
休
と
す
る
こ
と
は

納
得
で
き
な
い
。

鈴
木

浩
昭
（
名
古
屋
地
本
）

出
向
で
、
社
員
管
理
の
仕
事
を
任

さ
れ
苦
労
し
た
。
パ
ー
ト
の
人
た
ち

は
時
給
１
５
０
０
円
程
度
で
働
い
て

お
り
、
年
収
２
０
０
万
行
く
か
ど
う

か
の
状
態
で
１
５
０
０
円
以
上
は
絶

対
必
要
。
組
織
さ
れ
て
い
な
い
人
た

ち
だ
が
、
問
題
あ
れ
ば
声
を
出
し
て

い
こ
う
と
声
掛
け
し
て
い
る
。

篠
沢

宏
一
（
新
幹
線
地
本
）

遺
失
物
の
取
り
扱
い
が
変
更
と
な
っ

た
が
、
旅
客
に
不
便
を
か
け
る
状
態

で
苦
情
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
暑

さ
で
、
体
感
温
度
は
40
度
く
ら
い
の

状
態
で
働
い
て
い
る
。
旅
客
の
こ
と

も
含
め
た
、
ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
設
置

を
考
慮
す
べ
き
。
暑
さ
で
手
当
て
が

つ
く
わ
け
で
も
な
い
の
で
会
社
と
し

て
対
策
す
る
べ
き
だ
。

土
田

健
一
（
新
幹
線
地
本
）

分
会
執
行
委
員
会
は
月
１
回
開
催

し
て
い
る
。
職
場
三
大
要
求
は
、
二

項
目
を
分
会
共
通
要
求
と
し
残
り
の

一
項
目
を
各
職
場
の
独
自
要
求
と
し

て
集
約
し
て
い
る
。
今
後
、
役
員
を

ど
の
様
に
引
き
継
い
で
い
く
の
か
苦

慮
し
て
い
る
状
態
だ
。
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が
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と
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て
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・
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合
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を
是
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う
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き
。

西
里

重
則
（
新
幹
線
地
本
）

各
代
議
員
の

苦
し
い
発
言
は
、

方
針
と
の
ギ
ャ
ッ

プ
が
あ
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の
で

は
。
分
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が
苦

し
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の
に
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会

強
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・
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性
化

は
無
理
で
、
矛
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し
て
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る
。

職
場
総
点
検
で

職
場
の
中
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に
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う
と
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り
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く
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く
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第38回東海本部定期大会に参集された構成

員・傍聴者のみなさん、大変お疲れ様です。

また、職場運動・地域運動に奮闘され、先頭

に立ちがんばっておられる組合員のみなさん

に敬意を表します。

まず、地方交通線問題ですが、国民が等し

く移動する権利の確立の取り組み、地域利用

者の視点に立ち地方ローカル線を守っていく

ことが重要になっています。各地方の運動に

学び国労本部と連携して対応したいと考えて

います。

ロシアのウクライナへ軍事進攻は、どのよ

うな理由があろうとも「武力による侵略や国

民への無差別殺戮」を認めることはできませ

ん。一刻も早く戦争を終わらせるために取り

組みの強化と支援が求められています。

岸田政権は「安保３文書」で敵基地攻撃能

力を打ち出すなど軍事大国化を進め、国の在

り方や国民生活が大きく変わる悪法を強硬採

決しており、岸田政権の暴走を阻止する取り

組みが重要になっています。

国労の最重要課題の組織強化・拡大の取り

組みです。組織拡大に特効薬はありませんが、

前に出なければ進まないのも事実です。これ

までの取り組みの、成果・反省を踏まえた上

で、不退転の決意で、組織強化・拡大運動を

全力で取り組むことを確認したいと思います。

JRの安全・安定輸送の取り組みですが、名

古屋地区を中心に「お客様サポートシステム」

の導入が進み、実質無人駅が増えて駅員が減

少し「利用者アンケート」の回答からも様々

な不安の声が寄せられています。働く者の労

働条件を含め、会社施策の検証と利用者目線

の改善が重要だと考えています。

23春闘では、東海・貨物・バスとも有額回

答がだされましたが、24春闘でも、大幅賃上

げ獲得・労働条件改善に職場や地域での闘い

を作ることが求められます。

国労運動を、継承・発展させていくために

も、職場・分会運動を強化し、組織拡大の取

り組みに総力を集めることを訴えてあいさつ

とします。
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